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被　服　133

寒洽嫁悳下のま動噂・條暴禰鯵反応･忽敵内暴湿/tI- & ぼ-^ふ屹素材の彩^

衆良女丈象政　〇夏目他年　ｔ者尋支

　目的　１勧時の啓･豪鋼蛉＆μに

呑服､ダ集i 政劃') I-つい1 tt、＆耀学的視点､ヵ｀りの研^は少４ヽ､･。か舛tでは寡洽下<ri *

勧叫･･り伜浪価齢反心に対して翼なろ各屹素材のI-レータング々j･ア･りA 明り. どりような

彩瘤玄硲え｡ろの-ftヽt、生*t 今の立一場･･7ヽり馳争していろ。

　方汰　被験弟は健庫｡万々写今生?名であろ。支脈用ふ賑ししてウー/し/・・茄、肘'I エズ､千

μ･泗外・n、ニ麹猿り平袖vしーニングウヱ;ア( 以千μ/、£じ略-f ) 含肱･し貧。f 為C ブラ

ジャー. シ9　－ツ) のよｰ=牛袖トしーこニングウ-!-ア1 4 哨レさら|こ長油各ズH’ごンリI-レ

一二ッアりf fヽ防溥ヽべ戈I-、く・7^ l盾胴しf=．測^療回はー鴎渦、全身?ヶ押の£膚

碁、跨卯象内層浪湿嵐、胸岬芽二層湿農、俳虫滅プ１、脅部衣既表面温n.、鍼貳涵養母で

あ乱≪.暁は基底//・乙湘舛湿tｸ･）％のん工気蔵豪で覚施し乍。弘分闇々静名保ウ仁僥、

エIしブ≠－タ一1り

　結銀　0 加釧蛎安騨時のふ紅表面温嵐は£■の方がい/ぷ'j も高ぐ拘岬嵐膚基と胸岬参

内遺の-A-蘆息＼1 E の方がでぐ丸dい。つ# りふ敵表面乙嫁砲の法度匈齢、躯幹岬f茫膚基ど

ふ内蓋の温底勾配は已の方がたきヽヽこ（&示.していろ。二れらり苓支-hヽらヽ£の方が、非

力ヽら々ﾄ岬雍境ノ、、ずを戻膚･びらふ服最内層へ熟が恚･↑や寸ヽ･肌概でゐつ乍£彦之ンらぷ｡ろ。

幻　感動閉価約/ひ分猿、稚汗閉始とともに胸竹桑内層および薯ゞ･層の寡^はよ可すろが

上､可剛如時間li ^,のガダ/ぶりも岸く. かつ上考色度も丸^ い。二ぷl^、しいニ応べて｀e は

４塞性が劣ること､lこよろt 為i, られろ。

B 58 　手泳亀用のー熟的勧刄

日本が‘欠家政　　福田明｝

日本丸短文　　○啄場蜀｝

大野静栽
ﾀﾀ屋淑子　　共栄刳

　目的）寒冷環境下では手足末箱料の皮膚－が低下し. 手集や靴Tiこよる被霞り口;S.が･¢

寄ヒなる. 栽? (3..こ.れまて･c, 手・足.末梢郭の加－が、手･ 足皮膚－に与i.る影響や他

部位皮膚温への波及効果について報告してきれ．今回lま．実用面での手儀の被穐効果をみ

るr;めに枢覚的に争袋を¢零とする手指皮膚温20゛cヒそれよりや･やあい25°Cl:ついT.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　一一£蟻･．．ｉｋ･．●w●㎜-F･　　-wy=‾w･7　w　　＝　ミ　ｙ　　　　　＿蒙l時の手袋の烏装粂件を如ヒし. 手部および他初位或膚温への影響を検討した.

　　方法）環境気温＼BX，気流o､|哨．、気湿方±3 % の人x.気候宦肉で、If に行っr=.被
　　り♂Cへj゛●tか轟.〃＼i'--●V/ wr　ﾀﾞ'vy●-w-●●　●ﾆｰﾆf゛｀w'‾‾‾‾　　－　　　･-
験老ii成人々 3･ s 名で繰返し3 ilの測虻を行った．手袋吸着時の条件は、l?°Ct－.今裳、

恥゜tm温今袋．柘射効果手袋十Ao，c加^手業の3条件である. ^菓衣服は、気温iにで恍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　－　　　．・　　－　●　．　　●　　ふ
●゛w･lﾐf-=゛･r゛”●wr●”－7 ゛y’逢な弟叔とした．被験考は安剣喘息'^勢をヒリ，手部は,乙臓i釦こ対崎した机上.においn・

良を温i劇変部位|ま．察3 指lt. 今*!?. 前膳．-t月ぎ.胸．大腿，下腿，足.背，前額の')部位

である．
　結果）加温手袋，帖射効果争議十力口温手襲は菜着時に一遇.･r吏の温度上昇．ごみヒめられる

が，＼S°C室温手勲
猿の羞装効果は. 軸射効果手袋＋40°乙加:＆手議）40，乙加;Si手IS> I?'Ct－手IS の喊にSi <

な■>だ．特にこの禰剛ま指t よ9今背において明りぺ，手tへの効果がみとめられる。

3 を. 落l時・箱t)Suヵ哺いほﾋ･手喩装着効果txよく. 皮膚温下降曲線･J緩和される．手

'^着篆＼-'kいてij、亀用時の手都良膚温＆び手議,）温熱的性質の£いが手榔裸覆初果^左

;6 する零因であることが示唆JれTこ．


